
物性評価高分子

成形時、ポリアミド（以下、PA）等の結晶性高分子は一定温度に保持した金型内で溶融状態から急冷 
（-103 ℃/sec のオーダー）され、等温結晶化している。
Flash DSC は、実成形時に相当する冷却速度で急冷して、等温結晶化挙動を観測することができる。
得られるデータは、成形加工性の評価、処方検討、成形トラブル解析などに活用できる。

Evaluation of Crystallization Behavior assuming Actual
PA66 Molding Condition

Flash DSCは超高速冷却により、冷却中に結晶化を起こさせずに所定温度へ到達できるため、
従来型DSCでは不可能な広い温度範囲、実成形時の金型温度での測定が可能である

・従来型DSCデータでは、実成形時の金型温度での結晶化は想像するしかなかったが、　
　Flash DSCでは実成形時に近い条件で結晶化を観測することができる
・処方検討や成形トラブル解析などに役立つ

等温結晶化測定 Measurement of Isothermal Crystallization

等温結晶化速度の保持温度依存性の評価 Isothermal Crystallization Rate Dependence on
Holding Temperature

PA66成形加工を想定した結晶化挙動評価
－ Flash DSC －
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●試料：PA66、PA66+炭素繊維 (CF)30wt%
●条件：測定温度プログラム

●Flash DSCによるPA66+CFの結晶化挙動

等温結晶化測定結果より半結晶化時間を解析し、その逆数を各保持温度に対してプロットした

結晶化ピーク

PA66+CF

CF添加により結晶化速度増大
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